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　○毎度の御注意乍ら少敷の方の御報告同着は最も間口　月末日に御餐邊願いたいも
のである．OL原稿締切迄に到着せず■をニケ刀績けて揚船の後は，襯測を中止された
ものと解写して暫時課員より除く　侃し写り如き情合は享下国告がない場合である．．
○休測及び申止の揚合はその理由と共に御急報願）・たい，休測のみは揚載する，
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　　　　　　　　　　　　　遊星面癖報告
　今回，當協會に遊亙当課が新設され，山本博士が課長として，御面倒を吃て下さる
事となった事は伐々課員にとり此上なく心強く思ふ次第であります・
　さて，報告としては未だ充分メンバ1も揃って居ませんが，只今までの課員を申せば
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：一lo 東亜天文協會襯測部月報
　土星の自斑土星の白斑が現在田面の課としての観測材料であるが，前號に正見模
様は詳しく記載されて居るから，以前の白斑につv・て一言書けば，第1回が1876年で1
第2回に1903年に現オして居る・1876年のは前號記載通り12月7日Hall氏が衛星のJapetus
を襯直する時に瀬見して居る・白斑は今回同様Ringの北側にあって7大きさは2”×
3”で白くハッキリと見えたが土星の位置と悪天候で1ケ配所りで観測は切れて居る・
　其の次に，やかましく云はれて居ないが，1896年にも十撒個の斑黒日が観測さオして居る・
之は白斑もあったが暗い斑鮎が多く見られて居る・Builetin　de　la　societe　astronomique
de　France（1897年度）にLeo　Brenner氏の描窺では，赤道帯から北極近くまで籔多の
斑黙が描かれてある．Antoniadi氏も見て居るので間違はないだらう・
　次が1903年のもの・で，此の時は今回のと形状はよく似て居るが，位置が北緯400位
にあって，明るさも幸ひ温帯の比較的暗い所にあった爲め，目立っては居るが，赤道
の白帯よりは明かに暗い・然るに今同のは，その明るい赤道白帯中にあってすら，猴
目立つのである故に一層興味深いわけである．
　扱て今回の観測結果は，御承知の如く，蜀乙のWeber氏により16Cmの反射鏡で登
見されて以來，大：分所々の報告も継て居るが，愛化としては急に相當に延びて來た事
である．即ち蛮見當時には土星の約1／10位の大きさで，その比が1：1・7位の随圓で
あったと報ぜられて居たが，6日には明かに長く（赤道にZF行に）なり，9日には1：3位
になったと報ぜらオし，叉從って土星の赤道邊の弧に封ずる割合も，6日には0・3以下が，
9日には0・35－O・4位に観測されて居る・其後は大きさには大して攣化はない様だが，
して見ると登見習時は未だ丁々嚢達のほんの最初の様であったらしい．そして白斑の
東端は赤道白帯にまぎれて見定め難くなった，と，付け加へら才してあった．さて図無
の襯測の方は，前號にも記載されたが兎角天候が悪くて，随分苦勢をして居る．9月中
旬以後はずっと悪天候であった．・圭として宮本氏の描爲の結果を検べて見ると，ほと
んど箒一杯に廣がつてみて中央に黒い溝がある．
　小口径，10糎程度では全膿が膿胸に明るく感ずるのみである・31）糎では，ドイツの
報皆の如く，弧に心して4／10位に認められるが，南北方向は南がクレ1プ環によっ
て隠されて分らないが見えてる所は土星の直径の1～10位　然し西端は可なり明瞭に赤
道白帯と沼蝦される．長い糖圓の白斑は心髄二つに淡暗い溝で分かオしで居るが，西の
方（先の方）が東の方の半分位しかなく，其他にも極く淡い溝の捺なものもあるかとも
思は配しる．特別によく光る所が各前後の白斑の温帯暗部に接する所にあって，B環よ
り明るく輝くが，形状は不明である・此の二箇所が土星の中央F午線を通る前後1時
間翻りが特別に輝くので，小望遠鏡では此の時が見時で，丁度これが弧の1／10位に見
える．それからこの特に輝いた所が北の暗）・帯に少し喰）・込んでる祥でもあるが，或
は錯畳かも知れない・叉その暗幣も幾分の濃淡があるらしい・以上
　襯測は9月5日，7日3回，10日3回，に依て居る・然し襯測が一人では威張っては機
表禺來ない・偏へkc諸賢の多占の槻測を待つ・
